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                             ＊必要に応じ指令員の指示に従う。    
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救急車要請時(心肺停止時※疑い含む)の


対応マニュアル








参考





傷病者を発見





※専属医師が対応するなど，施設での事前取り決めがある場合は，専属医師の指示に従い，救急車要請をお願いします。








傷病者情報等の収集


(別添①・②参照)





　　　　≪１１９番通報≫


・救急隊出場に必要な情報を把握し，通報する。








・・・救急隊を要請したら・・・


救命の「スイッチ」が入る！！


１ 傷病者情報(※別添①)及び看護サマリー等施設内での


　情報を集め，救急隊に情報提供をお願いします！


２　救急隊は，原則的に「救急救命士による特定行為」を実施します。実施の際は家族の同意もしくは現場の職員に確認を求めます。 (※詳細は別添②)


３　「救急救命士による特定行為」の同意が得られない場合は，心肺蘇生法(ＡＥＤ使用含む)を実施しながら病院へ搬送します。


４　要請された救急隊は原則的に傷病者を病院へ搬送します。ただし，一部の例外(別添③)では不搬送とする場合があります。








～救急隊到着までに準備する傷病者情報～


・氏名，生年月日，年齢，家族連絡先等


・訴え(主訴)， 病気(既往症・服用薬)， 


・掛かりつけ医療機関情報(傷病者の状態，医療機関側の


　状況により，搬送希望に添えない場合有り。)








別添①





別添②





～救急救命士が行う特定行為について～


　心肺停止傷病者に対する次の処置について実施の際，家族の同意もしくは職員に確認を求めます。





＊気道(空気の通り道)確保のための気管挿管や食道閉鎖


　式エア　ウェイ


＊静脈路確保（一般に点滴と呼ばれるもの。薬剤投与の


　ルートになります。）


＊アドレナリン（心肺停止に対する第一選択薬です。）


※上記の実施について希望しない場合，職員の方に関係書類（延命処置を希望しない意思表示が記載されたもの）の提示を求めますので，救急隊到着時までに準備をお願いします。


　延命処置を希望しない意思表示が確認できない場合，かつ上記の特定行為が緊急に必要と救急隊が判断したときは実施する場合があります。








別添③





～救急隊が傷病者を不搬送とする場合～


※下記以外は心肺蘇生法(AED使用含む）を実施し，医療機関へ搬送します。


・社会通念上，明らかに死亡しているとき。（①反応・呼吸・脈拍がなく，心電図波形が心静止である。　②瞳孔散大，対光反射がない。　③体温低下，冷感あり。　④死後硬直又は死斑が認められる。以上全てに該当するとき）





・現場にいる医師が，死亡確認を実施し，救急隊に対して医療機関に搬送しないことを指示したとき。※電話等による，現場にいない医師の指示で不搬送にすることは原則的に出来ません。！！
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